
学校通信 

学校生活における大切なお知らせです 
 

2012年 8月 20日発行 第 112号 (毎月１回発行) 

  
 

●スケジュール（8/21～10/17）                       

 
●教務からのお知らせ 

 

●事務室からのお知らせ                      
 

●進路支援からのお知らせ                     
 
●生徒支援からのお知らせ 
 ●８、９月の学校利用、後期スクーリングの準備、 
高認ガイダンスについて（P14） 

 ●保健室からのお知らせ（P15） 

 ●「カウンセリングスペース」からのお知らせ（P15） 

 ●「フィジカルサポートスペース」からのお知らせ(P16) 

 

     ●今月の聖句 

 
 

<同封物> 

●特別活動（映画・その他）のご案内（緑）＜全員＞ 

●特別活動（チャリティラン）のご案内（黄）＜全員＞ 

●指定校推薦入試等受験申込みについて（白）＜対象者＞ 
●進路ニュース（青）＜3年次＞ 
●「進学教育センター」だより（桃）＜全員＞ 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

ＹＭＣＡ学院高等学校 

TEL 06(6779)5690  FAX 06(6779)1831   http://www.ymcagakuin.ac.jp 

｢学校通信｣はバックナンバーを含め、本校のホームページで閲覧
えつらん

できます。 

「教員ブログ」を始めています。本校のホームページでご覧ください。 

 

●8/21（火）・22(水)・23(木)・24（金）は、｢筆記式テスト｣日です！！ 

 

●「課題式テスト」の提出締切は、8/24(金)17時です。(当日消印有効) 
※ 詳細は、｢教務からのお知らせ｣（P.4～P.5）をご覧ください。 
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今月のメッセージ 

 

 

  
 
８月も残りあとわずかですが、いかがお過ごしでしょうか。 

 この夏は、スポーツ最大のイベントであるオリンピックがイギリスのロンドンで開催されました。 

みなさんもご存知でしょうが、ロンドンは１８４４年にＹＭＣＡが誕生した地ですね。繰り広げられた

スポーツの祭典では、数々の記録が更新
こうしん

され、人間のパワーが無限であるかのように感じるシーンが 

多くみられました。みなさんにとっては、寝不足が続くシーンが続いたことでしょう。オリンピックは

夏季・冬季それぞれ４年に一度ですが、前回の北京オリンピックのとき、みなさんは、どのように過ご

されていましたか？ ４年という時は早かったでしょうか？ 

 さて、学校では８月２１日（月）から単位認定テストが始まっています。テストに関する案内をよく

確認して、最後まで粘り強くテストに臨んでください。テストが終わると、前期も残すところあと１ヶ

月あまりとなります。うまくすすんでいればOKですが、ここまで思うように学習をすすめられなかった

方は、前期を振り返る時間を持ってください。一呼吸おくことで、きっと後期の学習につながることと 

思います。 

みなさんには、後期に向けての準備をできるだけ早く始めていただき、よい後半のスタートを切って

ほしいと思います。 

最後に、季節は着実に秋を迎える準備を始めており、暑さのなかにも季節の変化を感じることが 

できるようになります。季節の変わり目になりますので、健康には十分気をつけてください。 

――――――本 校 の 卒 業 要 件―――――― 
① 高校に3年以上在学すること。 

② 74単位以上修得すること。 

③ 必修科目は履修認定を得ること。 

④ ｢総合的な学習の時間｣を3単位以上修得すること。 

⑤ 特別活動に30時間以上参加すること。 

（『2012年度版 学務の手引き』より抜粋） 

 

 

「新
あたら

しいぶどう酒
し ゅ

は、 

新
あたら

しい皮袋
かわぶくろ

に入
い

れねばならない。」 
ルカによる福音書 5 章 38 節（新共同訳） 

2012年 6月～2013年 5月 
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日 曜  行      事 

 8  月  

8/21 火 「筆記式テスト」 

8/22 水 「筆記式テスト」、高認ガイダンス（12:25-12:50） 

8/23 木 「筆記式テスト」 

8/24 金 
「筆記式テスト」、「課題式テスト」提出締切日（学校窓口17時まで。当日郵便消印有効） 

特別活動：進路ガイダンス（卒業年次生対象） 

8/27 月 「筆記式テスト」の追テスト（台風で休校の場合のテスト日）、進路サポートスペース 

8/30 木 「筆記式テスト」結果・「筆記式テスト」の「再テスト」案内を送付（予定） 

 9  月  

9/3 月 

集中講座「体育ｂ5・ｃ6」（～9/7）、｢情報Ａ基礎8｣（～9/6）開始 

学校外の学修の単位認定申請締切日、進路サポートスペース（10:00～16：00） 

講座「課題研究」提出物最終締切日 

4 火  

5 水 
「筆記式テスト」の再テスト、「再テスト課題」の提出締切日（17時学校必着） 

2013年3月高校卒業予定者の就職採用応募開始 

6 木  

7 金 「情報Ａ基礎8」レポート提出締切日（17時学校必着） 

8 土  

9 日  

10 月 
集中講座「体育ｂ5・ｃ6」レポート提出締切日（17時学校必着） 

集中講座「公民演習ｃ1」（～9/13）、進路サポートスペース（10:00～16：00） 

11 火 「筆記式テスト」結果、「課題式テスト」提出答案返送（予定） 

12 水  

13 木 集中講座「公民演習ｃ1」レポート提出締切日（17時学校必着） 

14 金 

特別活動：ホームルーム（欠席者は必ず担任に連絡のこと） 

後期講座説明会、大学入試センター試験ガイダンス 

集中講座「公民演習ｃ1」筆記式テスト日 

15 土  

16 日 2012年3月高校卒業予定者の就職採用試験開始、進研模試（マーク模試） 

17 月 （敬老の日） 

18 火  

19 水 特別活動：後期講座登録（3年次予約者）（9/14ＨＲで説明、年次別に日時を担任と予約） 

20 木 特別活動：後期講座登録（3年次予約者）、〔学校通信〕発送（予定） 

21 金 特別活動：後期講座登録（3年次予約者） 

22 土 （秋分の日） 

23 日  

24 月 特別活動：後期講座登録（2年次予約者）、進路サポートスペース（10:00～16：00） 

25 火 特別活動：後期講座登録（2年次予約者） 

26 水 特別活動：後期講座登録（1年次予約者） 
27 木 特別活動：後期講座登録（1年次予約者） 

28 金 指定校推薦入試申込み一次締切日 

29 土 前期卒業式（対象は該当者のみ）、特別活動：街美化ボランティア（予定） 

30 日  

 10  月  

10/1 月 大学入試センター試験願書高校宛提出締切日、｢調査書｣発行開始 

10/8 月 （体育の日）特別活動：チャリティーラン 

10/11 木 ＹＭＣＡ記念日 

10/12 金 後期講座登録分「個人時間割」「レポート集」など発送（予定） 

10/17 水 後期スクーリング開始 

スケジュール（8/21～10/17） 
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【単位認定テスト｢筆記式テスト｣】8月21日(火)、22日(水)、23日(木)、24日(金)  
■7月号の学校通信でお知らせし、7/25（水）に個人別に案内を送付しているとおり、 

「筆記式テスト」は、 8/21（火）、22（水）、23（木）、24（金）の4日間に実施します。 

●「筆記式テスト」は、個人別の〔受験資格確認表〕に記載されている、日付・時限・教室で 

受験してください。 

（座席は指定です。座席表はテスト当日、教室に掲示します） 
 

●「筆記式テスト」受験には、「生徒証」「筆記用具」「受験資格確認表」が必要です。 

  ＊その他テスト受験に必要なものは、講座別に指定されていますので、同封の｢筆記式テスト 

出題範囲等一覧｣でご確認ください。 

＊「生徒証」がない人は、至急、再発行・発行の手続きをしてください。 

 

 ※「オーラルコミュニケーションⅠ」の筆記式テストを受験する人は、「受験資格確認表」に表示されて 

いる時限と違いますので、「受験資格確認表」の注意書きで確認してください。 

 

＜「受験資格確認表」に記載の日時に受験できない場合＞  

・指定の日時に筆記式テストを受けることができない場合は、届け出により「追テスト」を受験できます。 

・「追テスト」は、該当講座のテスト実施時間以降、テスト期間中の別時限で受験できます。 

・追テスト受験には、追テスト料が1講座につき1,000円必要です。 

・上記テスト期間中に受験できない場合は、8月27日（月）に受験できます。 

・届け出に際しては、事情・理由は問いません。（病院の診断書などは不要です） 

ただし、インフルエンザのように出席停止が求められる病気や大学受験など、相当の理由があると 

認められる場合は、診断書・証明書の提出や受験票の呈示などにより、追テスト料金が免除となります。 

・いったん納入された追テスト料は、理由に関わらず返金できませんので、あらかじめご了承ください。 

 

＜遅刻や欠席などで受験できなかった場合＞ 

・遅刻や欠席などで受験できなかった場合は、申込みをして、「追テスト」を受験してください。 

・「追テスト」は、該当講座のテスト実施時間以降、テスト期間中の別時限で受験できます。 

・追テスト受験には、追テスト料が1講座につき1,000円必要です。 

・いったん納入された追テスト料は、理由に関わらず返金できませんので、あらかじめご了承くだ 

さい。 

 

 

 

 

教務からのお知らせ 

重要！！ 
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＜「筆記式テスト」が不合格になった場合＞ 

・「筆記式テスト」が不合格となった講座は、「再テスト」を受験[ 9月5日（水）に実施] 

（講座によっては「再テスト課題」提出〔9月5日（水）17時学校提出締切〕）してください。 

・再テスト受験・再テスト課題提出については、再テスト料・再テスト課題料が1講座につき 

1,000円必要です。 

・詳しいことは、筆記式テスト結果の送付の際（8/30）に、該当者にお知らせします。 

・いったん納入された再テスト料・再テスト課題料についても、理由に関わらず返金できませんので、

あらかじめご了承ください。 

 

＜台風による休校の場合＞ 
・台風による警報発令などのために休校になる場合の決まりは、『2012年度版 学務の手引き』（P.36）

に載っています。 

・今回のテスト期間中に休校となった場合、その日のテストを8月27日（月）に、同じ時限で実施 

します。その場合、同日予定の追テストは翌8月28日（火）に変更になります。 

 
【単位認定テスト「課題式テスト」】 

■課題式テスト実施講座で、履修認定されている人には、「課題式テスト」を7月26日（木）に 
学校より送付しています。 
■もし、まだ「課題式テスト」が届いていない場合は、至急学校に連絡してください。 
■｢課題式テスト｣をなくした人は、至急、事務室で再発行の手続きをしてください。 
 

課題式テストの提出期限は、８月２４日（金）１７時です。 

（郵送の場合は、8/24の郵便消印有効） 

 
■課題式テストは、締切日までに提出されなければ、単位の修得はできません。 
また、追テスト、再テストはありませんので、しっかり取り組み、締切日までに提出しましょう。 
 

【制作品の持ち帰りのお願い】 

■芸術科や家庭科などで制作した作品で、これまで学校で保管されていたものは、筆記式テスト、 

ホームルーム、後期の講座登録などで学校に来る機会に、家に持ち帰ってください。 

 

【忘れ物について】 

■前期末までに職員室に届けられ、保管されている忘れ物について、後期の講座登録期間[9月19日

(水)～27日(木)]中に講座登録の会場に展示します。 

心当たりの方は確認のうえ、自分のものがあれば持って帰ってください。 

■学校が保管している忘れ物は、10月末をもって処分しますのでご了承ください。 
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【9月集中講座および8/1以降入学者の「総合的な学習の時間Ａ」登録者へ】 

■9月集中講座のスクーリングは、「体育ｂ5・ｃ6」「情報Ａ基礎8」は、9月 3日（月）より、 
「公民演習ｃ1」は、9月10日（月）より開始します。 
■レポートの最終締切日は、各講座のレポート封筒で確認してください。 
■8/1以降の入学者で「総合的な学習の時間 A」の登録者のレポート締切日は、9月11日（火）17時
学校必着です。 

 
【高認や学校外の学修による単位認定】 前期の申請締切日 9月3日（月）  

■高等学校卒業程度認定試験（高認）の合格科目や技能審査など学校外の学修の成果に対する単位 

認定を希望する人は、所定の用紙に記入し合格証明書などの写しを添えて、担任に提出してくだ 

さい。 

■9月3日（月）までに申請されたものを、前期取扱い分とします。期日を過ぎたものは後期取扱い

になります。 

■12年度後期卒業予定者は、単位数が後期の講座登録にかかわるため、今期中に申請してください。 

■審査会において、高認は既修得科目により、学修の成果は内容・実績により審査のうえ単位認定 

されますが、認められない場合もあります。 

（高認で合格しても、すでに修得している科目は認定されません） 

■認定料は1単位につき2,000円で、認定された単位数に基づき、9月5日（水）に請求書を送付 

いたしますので、9月14日（金）までに納入してください。 

 

【前期卒業予定者へ】 

■前期卒業の「卒業意思確認書」を提出した人についての卒業判定会議を9月11日（火）に行い、 
該当者には〔卒業判定結果報告〕をお送りします。 
■卒業認定を受けた人には、卒業証書授与式（卒業式）の案内をお送りします。 
卒業式は、9月29日（土）に本校で行う予定です。 
■卒業が認定されなかった場合には、後期の講座登録についてご案内します。 
 

【「調査書」「推薦書」の発行について】 

■大学・短大・専門学校に出願する際には、高校が発行する「調査書」が必要になります。 

各学校の出願に必要な書類および出願期間を確認し、「調査書」が必要な人は、担任を通して 

早めに申し込んでください。（申込みから発行まで、1週間かかります） 

■本校での「調査書」の発行は、8月20日（月）からになります。 

前期の成績が入った正式な「調査書」の発行は、10月1日（月）からになります。 

■「推薦書」が必要な場合は、作成に時間がかかる場合もありますので、早めに担任まで申し込んで

ください。 
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【ホームルームと後期講座説明会】9月14日（金）在籍生対象（前期卒業生予定者を除く） 
■12年度前期の成績表をお渡しした後、後期の講座登録（受講する講座の申込み）について説明し、

個人別に担任と面接して講座登録する日時の予約をします。 

■ホームルームを欠席した場合は、必ず担任と連絡をとってください。 

■後期講座登録は9月19日（水）～27日（木）に、年次別に指定された日に行います。 

（土日祝は除く） 

■ホームルームの日に、後期に開講予定の講座のうち、注意を要するいくつかについて、内容を説明

する会を開きます。出席は希望者のみですが、系列の選択科目などで不本意な登録をしないために

も、なるべく出席してください。 

■3年次のホームルーム後、大学入試センター試験（ＣＴ）ガイダンスを行います。 
■当日の時間割は表のとおり（教室は当日掲示）で、ホームルームは年次によって異なりますが、 

講座説明会は各年次共通です。 

スクーリングの時間帯とずれていますので注意してください。 

※1年次と2年次のホームルームは10：00開始です。（ホームルームは、特別活動1時間） 

 

【後期講座の登録】9月19日（水）～9月27日（木）＜担任と予約した日時（土日祝は除く）＞ 

（特別活動1時間） 

■後期講座登録は9月19日（水）～27日（木）に、年次別に指定された日に行います。 

■講座登録は、9月14日（金）のホームルームで予約した個人別の日時に、生徒ご本人と担任が相談

しながら行います。（登録日は年次によって指定されます） 

■9月14日（金）のホームルームを欠席した人は、必ず担任に連絡をして面談日時を決めてください。 

■予約した日時には確実に来校し、〔2012年度後期開講講座の概要〕と〔講座登録用の時間割〕 

（ホームルームで配付予定、欠席者には送付）を事前にしっかり確認し、自分が学習しようと思う

講座を、担任と相談しながら決めて登録します。 

 

9月29日（土）（予定） 16時より約1時間（雨天決行） 

 

＊作業のできる軽装で、10分前に1階ロビーに集まってください。 

その際、警察への届出用紙と学校の参加票の両方に記名してもらいます。 

（特別活動 1時間。遅刻・途中退出の場合は、認定できません） 
 

時 間  ク ラ ス 

10：00～10：40（40分間） ホームルーム 
1A 1B 1C  

2A 2B 2C 2D 2E 2F 2L 3L 

10：50～11：30（40分間） 後期講座説明会 対象は全員で希望者のみ（特活にはなりません） 

11：40～12：20（40分間） ホームルーム 3A 3B 3C 3D 3E 3F 3G 3H 3I 3J 

12：25～12：45（20分間） 
センター試験 

   ガイダンス 

 

大学入試センター試験出願予定者対象 
＊該当者は［進路支援からのお知らせ]（p10）参照 

 

街美化ボランティア 
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【2012年度各種奨学金、給付金について】 

現在募集中の各奨学金について下記の表に記載していますので、申込み期限等を確認のうえ 

申込希望の場合は事務室へお申し出ください。 

  名 称・内 容・金 額 申込書学校提出締切日 

 

貸 

 

与 

日本学生支援機構(旧日本育英会) 

・平成25年度大学等奨学生予約採用 
（対象）来年大学･短大･専門学校等に進学した場合の予約奨学金 

（貸与月額）下記表参照 

第一種奨学金(無利子貸与) 

大学 短大・専修学校 区分 

自宅 自宅外 自宅 自宅外 

第二種奨学金 

(有利子貸与) 

国公立 45,000円 51,000円 45,000円 51,000円 

私 立 54,000円 64,000円 53,000円 60,000円 

上記貸与月額又は貸与月額30,000円のどちらかを選択 

30,000円・ 

50,000円・ 

80,000円・

100,000円・

120,000円から 

選択 

 

入学時特別増額貸与奨学金（初回基本月額に有利子奨学金を増額して貸与 
する制度）も同時に申し込みが可能です。金額は10万円・20万円・30万円・ 

40万円・50万円から選択。 

 

第２回申込期限 

（第二種のみ） 

１０月１０日(水) 

〔候補者内定12月上旬予定〕 

 

第３回申込期限 

（第二種のみ） 

１月９日(水) 

〔候補者内定3月上旬予定〕 

  

 

【住所等変更手続きについて】 

■現在学校に届けている住所や電話番号などが変更になった場合は、速やかに「各種変更届」に 

記入・押印のうえ事務室へ提出してください。 

特に生徒証明書の切り替えの時期ですので、変更事項が決まっている場合は早めに届け出るよう

にしてください。 

■通学経路が変わる場合は、「通学割引証申請カード」を変更しますのであわせて提出ください。 

(即日発行はできません。) 

■届出用紙は事務室にある他、『学務の手引き 2012年度版』の巻末にもあります。コピーして使用

してください。 

 

【高等学校等就学支援金について（対象者のみ）】 

■就学支援金の加算申請について、第2期以降分（7月以降）の1.5倍加算(一単位あたり支援金7,218

円)の対象世帯の基準が変更となりました。19歳未満の扶養親族数によって加算対象基準額が異な

ります。近日中に現在加算の対象でない生徒のみなさんに再度新基準に照らしたご案内をいたしま

す。該当する場合は第2期以降分（7月以降）の加算の対象となりますのでお手続きください。 

■就学支援金の現在の状況については、9月中旬にご案内いたします。制度の詳細や支援金の残り 

の月数、単位数について記載しますのでご確認ください。 

■後期学費については、前期同様に「支援金」を差し引いて、10月下旬頃にご案内の予定です。 

■年度の途中で婚姻またはその解消により、保護者に変更があった場合は、新たに申請書の提出が 

必要です。 

 

事務室からのお知らせ 
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■毎月初日の保護者の市町村民税の所得割額が基準となりますので、加算の対象となる場合は、 

必ずその時点で手続きを行ってください。 

■今後の加算申請については、提出があった翌月から支給対象とすることができます。 

しかし、学校が定める期限までに提出できなかったやむを得ない理由があると知事が認めた場合は、 

例外的に支給開始月を遡及
そきゅう

することができるとのことです。 

この場合は、やむを得ない理由を記載した「理由書（学校にあります）」の添付が必要です。 

該当する場合は、事務室へお申し出ください。 

 

【平成24年度大阪府私立高等学校等授業料支援補助金制度について（対象者のみ）】 

■大阪府は、年収めやす610万円程度未満の世帯（平成22年度新入学生は年収めやす350万円程度

未満）の私立高等学校に在籍する生徒の学費を実質無償化する制度を行っています。本校は、大阪

府知事より「就学支援推進校」の指定を受けましたので、この制度の対象校となっています。 

■この補助金は、学費と国の就学支援金との差額を大阪府と学校とで負担するものです。 

対象となる要件は下記の①②③④いずれもが該当することとなっています。 

■この制度の案内につきましては、9月中に大阪府内の国の就学支援金対象のみなさんにご案内 

いたします。該当する場合は提出期限までに申請手続きを行ってください。 

申請書の提出がないと補助金を受けることができませんので期限を厳守ください。 

（対象となる要件）  

①生徒が国の就学支援金の対象となっていること 

②2012年10月1日に本校に在籍していること 

③生徒およびその保護者等（父母）が大阪府内に在住していること 

④保護者等（父母）の市町村民税の所得割額の合計が135,900円未満であること 

（平成22年度の新入生については18,900円未満） 
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進学について 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

進学について 

 

 

≪卒業年次生の皆さんへ≫ 

【『第３回進路ガイダンス（卒業年次生対象）』のお知らせ】 8月24日（金） 

■卒業年次生を対象に、次のように『第３回進路ガイダンス』を実施します。申込みは不要です。 
◎日時 ： 8月24日（金）13:00～13:50（4限） 

   ◎内容 ： ①推薦入試（公募制・指定校制）について［402教室］  

・推薦基準、推薦入試の利用方法、出願手続などについて 

・指定校推薦依頼校一覧を配付する予定です。 

②学校紹介での就職［403教室］ 

         ・求人票の閲覧（えつらん）、履歴書の書き方、面接練習などについて 

■進路ガイダンスに参加すると、特別活動１時間が認定されます。 

 

 

 
 

【進路相談について】 

■本校では特別に進路面談期間を設けずに、ホームルーム担任と進路相談を随時行うようにして 

おります。ご希望の方はホームルーム担任と面談日時を調整してください。また、推薦入試や就職

などで面接練習を希望される場合も、ホームルーム担任にご相談ください。 
 

≪New≫【大学入試センター試験について】（『それぞれの未来へ』P.5 参照） 

■センター試験は、国公立大学の一次試験であるとともに、多くの私立大学が利用する試験です。 

試験日は来年の1月19日（土）、20日（日）です。積極的に受験してください。 

■『受験案内(志願票)』は9月4日（火）より学校で配布できる予定です。必要な生徒は1階職員室

カウンターで簡単な手続きをして受け取ってください。 
■高校への『志願票』の提出締切は10月1日（月）です。現役生の場合、出願は高校で取りまとめ

て行なうことになっています。個人では出願できません。提出期限までに検定料を指定の金融機関

の受付窓口（ＡＴＭは利用しないこと）で納入し、『志願票』に必要事項を記入した上で『検定料

受付証明書」を所定の位置に貼り、１階職員室カウンターまで提出してください。なお、提出の際、 

簡単な手続きをし、必ず『本人控』を受け取って保管しておいてください。 

■センター試験出願についての説明会を下記のように予定しています。 

◎日時 ： 9月14日（金）12：25～12：45［309教室］ 
 
 
 
 

 

進路支援からのお知らせ 
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【指定校推薦入試について】（『それぞれの未来へ』P.6 参照） 

■指定校推薦入試の出願を希望する人は、同封の『指定校推薦入試等受験申込みについて』をよく 

読んで、四者面談の上、9月28日（金）17:00までにホームルーム担任に『申込書』を提出して 

ください。ただし、出願締切が10月11日（木）以前の場合、その２週間前（２週間前が土曜・ 

日曜、祝日の場合はその前日）の17:00が校内締切です。推薦基準、募集人数、出願期間、募集 

している専攻やコースなどの詳細はお問い合わせください。四者面談については、事前にホーム 

ルーム担任と日時を調整するようにしてください。 

 ■指定校推薦入試はすべて専願です。合格すると辞退できませんのでご注意ください。 
 

≪New≫【指定校推薦依頼校の追加】≪7月18日（水）以降の追加分≫ 

■指定校推薦依頼校の追加分をお知らせします。『学校通信 7月号』でお知らせした分と合わせてお

考えください。希望する学校があれば、詳細についてお問い合わせください。 
■☆印の大学は、前回発表分から学科名の訂正があります。今後の追加分については、随時『学校通

信』でお知らせします。 
■『第３回進路ガイダンス』（P10参照）で指定校推薦依頼校一覧を配付する予定です。 

  

★大学（学部・学科）指定校推薦依頼校 追加分（☆印 学科の訂正分を含む） ～50音順～ 

青山学院大学 経済学部（経済学科／現代経営ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科）／経営学部（経営学科／ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ学科）／総合

文化政策学部／社会情報学部／法学部／国際政治経済学部（国際政治学科／国際経済学科／

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科）／理工学部（物理・数理学科／化学・生命科学科／電気電子工学科／

機械創造工学科／経営ｼｽﾃﾑ工学科／情報ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ学科） 

大阪経済法科大学 経済学部／法学部 

関西国際大学 教育学部（教育福祉学科／英語教育学科）／人間科学部（人間心理学科／経営学科） 

☆ 相愛大学 人文学部（人文学科）／人間発達学部（子ども発達学科／発達栄養学科） 

長崎ｳｴｽﾚﾔﾝ大学 現代社会学部（経済政策学科／社会福祉学科／外国語学科） 

日本橋学館大学 ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ学部（総合経営学科／人間心理学科／総合文化学科） 

横浜薬科大学 薬学部（臨床薬学科／漢方薬学科／健康薬学科） 
 

★短大（学科）指定校推薦依頼校 追加分 ～50音順～ 

青山学院女子短期大学 現代教養学科／子ども学科 

大阪芸術大学短期大学部 英米文化学科／保育学科／ﾒﾃﾞｨｱ・芸術学科／ﾃﾞｻﾞｲﾝ美術学科 

夙川学院短期大学 児童教育学科 

徳島工業短期大学 自動車工業学科 
 

★専門学校 指定校推薦依頼校 追加分 ～50音順～ 

大阪ｱﾆﾒｰｼｮﾝｶﾚｯｼﾞ専門学校  南海福祉専門学校 

大阪国際福祉専門学校  日本ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ専門学校 

大阪調理製菓専門学校 ecole UMEDA  日本理工情報専門学校 

ｷｬｯﾄﾐｭｰｼﾞｯｸｶﾚｯｼﾞ専門学校  ﾏﾛﾆｴﾌｧｯｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝ専門学校 

近畿社会福祉専門学校  ﾙ・ｸﾚｴ橿原美容専門学校 

JAPANｻｯｶｰｶﾚｯｼﾞ   
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【模擬試験の案内】 

■大学や看護系専門学校の受験を考えている人は、落ち着いて学習を続けるとともに、模擬試験を 

積極的に受けましょう。不得意分野を発見し、今後の学力の伸びを確認するためにも必要です。 

■次回『進研模試』 ： 9月16日（日）マーク模試 →申込みは2階の進学教育センターです。 

 
【募集要項（願書）の入手について】  

■募集要項（願書）を入手するには、ホームページから申し込むか、願書一括サービスを利用する 
などの方法があります。オープンキャンパス（学校見学会）で配られることもあります。出願期間

が近づいてきたら志望校の募集要項（願書）を取り寄せるようにしてください。 
 

【『オープンキャンパス』に参加しよう】  
■進学希望者は、『オープンキャンパス（学校見学会）』に積極的に参加し、自分の目で各学校の特色

を確認しましょう。 
■『オープンキャンパス』に参加すると特別活動2時間（上限は10時間）が認定されます。1階 
職員室カウンターで『参加報告書』を受け取り、必要事項を記入して提出してください。その際、

当日配布されたプリントや担当者の名刺など、参加の証明になるものを貼ってください。 
 
【調査書・推薦書の発行について】 

■調査書・推薦書が必要な人は、1階職員室カウンターで「証明書発行願」を受け取り、必要事項を

記入した上で担任に申し出てください。その際、出願先、受験方式を必ず記入してください。また、

保護者名（押印）を忘れないようにしてください。（本人が成人の場合は不要です。） 
■調査書・推薦書の発行には1週間かかります。必要な費用を添えて余裕をもって事務室に申し込ん

でください。郵送での手続きも可能です。推薦書の用紙は願書の中に入っていますので、申込みの

際に忘れずに持参するようにしてください。 
■8月、9月に調査書が必要な場合、1次調査書（2011年度後期成績分まで）の発行となりますので、 

出願に際してホームルーム担任か進路担当者にお問い合わせください。2次調査書（2012年度前期

成績分まで）の発行は10月1日（月）からとなります。 

 
【推薦条件について】（『それぞれの未来へ』P.6 参照） 

■本校が推薦書を発行する場合、各大学・短大・専門学校の推薦基準を満たすとともに、本校の基準

として、公募制推薦の場合、前期終了時点で 54単位以上修得していること、また、指定校推薦の

場合、前期終了時点で 60単位以上修得していること、さらに「学校生活上の決まり」の担任注意

を2回以上受けていないこと、などが条件となります。 

 

【専願での出願について】 
■専願で大学・短大・専門学校に出願する場合、合格すると必ず入学することが条件となります。 

原則として他の大学・短大・専門学校を併願することはできませんので注意してください。指定校

推薦や多くのＡＯ入試、一部の推薦入試に見られますので、出願に際してじゅうぶん注意するよう

にしてください。 
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就職について 

 

【学校紹介で就職を希望する人へ】（『それぞれの未来へ』P.12 参照） 

■高卒求人票の閲覧（えつらん）を希望する人は、1階職員室カウンターで担任もしくは進路担当者

まで申し出てください。関心のある会社があれば、進路担当者の付き添いのもとで応募前職場見学

に参加することをすすめます。 

■応募は9月5日（水）から始まります。同時に2社以上応募することはできません。 

■応募にあたっては、近畿高等学校統一用紙を使用することになっています。統一用紙には、 

①紹介書、②履歴書、③調査書があり、このうち履歴書（指定のもの）を本人が作成します。 

応募書類は学校から発送します。 

■内定すると辞退することができません。応募の際に慎重に考えてください。当然、卒業が確実で 

あることが求められます。目安として前期終了時点で54単位以上の修得をめざしてください。 

■大阪府内の選考は 9月 16日（日）にスタートします。面接の案内が届いたら、事前に面接場所の

下見をしておいてください。ほとんどの企業で面接を重視しています。面接練習を希望する人は、

ホームルーム担任まで申し出てください。 

■最初の選考で内定が得られなくても、あきらめずに何度も応募する姿勢が大切です。 

 

【公務員試験を受験する人へ】 

■大阪市、大阪府職員採用試験の出願締切が近づいています。大阪府の申込書は3階進路コーナーに

置いていますので、活用してください。 

≪大阪市職員採用試験（高卒程度）≫  ≪大阪府職員採用試験（高卒程度）≫ 

試 験 名 受 付 期 間  試 験 名 受 付 期 間 

事務行政（18-21） 8/16(木)～8/31(金)  事務（行政・18-21） 8/10(金)～9/4(火) 

消防吏員Ｂ（大卒以外） 8/16(木)～8/31(金)  事務（警察行政・高卒程度） 8/10(金)～9/4(火) 

学校事務 8/16(木)～8/31(金)  ＊大阪府人事委員会事務局 電話 06-6210-9925 

＊大阪市行政委員会事務局任用課 電話: 06-6208-8541 

 

≪進路サポートスペースより≫ 

進路支援部では、毎週月曜日に≪進路サポートスペース≫ を設け、卒業後の進路について幅広い 
相談を行っています。一人で決めるのが難しい将来の方向を、カウンセラーの方と一緒に考えていき 
ませんか。ぜひ、ご活用ください。予約も受け付けています。詳しくは1階職員室カウンターで担当 
（石橋）までお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

★毎週月曜日 

・10:00～13:00（２階 カウンセリングルーム） 

・14:00～16:00（１階 ロビー・ブース） 
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 8・9月の学校利用について  

■筆記式テスト期間中（追・再テスト日含む）、ホームルーム（9/14）、後期講座登録期間中以外は、

生徒のみなさんは学校に通学できません。自習室、屋上のスポーツヤードの利用もできません。 
ただし、高校事務室に用事のある人、担任と相談する必要がある人は来校できます。担任不在の 
場合があるので、事前に電話で約束をしてください。サークル活動をする人は顧問と相談し、活動 
計画に従ってください。 

 

 後期スクーリングに備えて  

■夏期休暇を有意義
ゆ う い ぎ

に過ごしておられるでしょうか。本校では単位認定テスト後も休暇が続きます 
ので、外出の機会も多いと思います。安全には十分注意してトラブルなどに巻き込まれないように

しましょう。 

■違法な行為はやめましょう。たとえ休暇中であっても、YMCA 学院高校の生徒です。自覚を持っ

て行動しましょう。 

 

 
単位認定テスト期間中も、『2012年度版 学務の手引き』にある「学校生活上の決まり」は守ってくだ
さい。また、下記のことも注意してください。 
 

＊＊貴重品の自己管理を徹底しましょう＊＊ 
貴重品は自分自身でしっかりと管理しましょう。 

教室、ロビー等で席を離れる際には荷物を置きっぱなしにしないなど、自己管理を徹底させまし

ょう。 

＊＊校内美化を心がけましょう＊＊ 
校内のすべての人が気持ちよく生活できるように校内美化を心がけてください。 

教室や机の中へのごみの置き去りはもってのほかです。ロビー、ライブラリー等を使用した場合

も片付けをした後に立ち去りましょう。 

 

 高校卒業程度認定試験（高認）ガイダンスについて  
 
■下記のとおり、高認についてのガイダンスを行いますので、高認受験予定者は出席してください。 

 
〔実施日時〕 8月22日(水) 12：25～12：50  

〔 内 容 〕 出願上の注意や受験上の注意など 

       ※ 会場は当日、１Fロビーに掲示します。 

 

生徒支援からのお知らせ 

＜生徒支援からのお願い＞ 
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◆保健室からのお知らせ 

＊９月９日は「救急の日」です！ 

救急医療の理解と認識を深めてもらうことを目的に、1982年に制定されました。毎年、全国で心肺 

蘇生法や応急処置の講習会や、救急に関するイベントなどが行われています。 

この機会に、日常的に起こるけがについても、簡単な処置を覚えておいて、対応できるようにしましょ

う。 

 

切り傷 すり傷 虫刺され 突き指・捻挫・打撲  
け 
が 
の 
種 
類 

  

 

 
応 
急 
処 
置 

水で洗い、清潔なハン

カチなどで傷口を 
押さえて、止血する。 

水で洗い、汚れを落と

す。消毒して、滅菌 
ガーゼか絆創膏を 
貼る。 

軽度の場合は市販の

抗ヒスタミンの軟膏

をぬり、患部を冷やし

ておく。 

氷などで十分に冷や

し、患部を固定する。 

 
注 
意 
点 

傷口が深い時や、出血

が止まらない時は 
病院へ。 

傷口が乾かず、膿が 
出続ける場合は病院

へ。 

顔面蒼白、冷や汗、 
立ちくらみ、全身の 
蕁麻疹などがみられ

た場合は、すぐに病院

へ。 

無理に動かさない。 
腫れがひどい時は、 
冷やしながら病院へ。 

 

◆カウンセリングスペースからのお知らせ 

≪カウンセリング≫ 

＊開室時間と担当者 

 月曜日：川口彰範さん １３：３０ ～ １６：３０ 

 水曜日：西村博子さん １３：３０ ～ １６：３０ 

 金曜日：道嶋公子さん １３：３０ ～ １６：３０ 

※前期スクーリング期間中の開室は終了しました。 

※単位認定テスト（筆記式）期間中の８／２２（水）、２４（金）に開室します。 

※保護者の方もご利用いただけます。お問い合わせ、ご予約は保健室（後藤）までご連絡ください。 
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◆フィジカルサポートスペースからのお知らせ  

≪正しいダイエットについて≫ 

  簡潔
かんけつ

に言います。ダイエットには、以下の３つの方法しかありません。 

 １） 体
たい

脂肪
し ぼ う

を燃焼
ねんしょう

させる 

 ２） 太りにくい体質をつくる(基礎
き そ

代謝
たいしゃ

量
りょう

を上げる) ⇒ 筋肉をつける 

 ３） 摂取
せっしゅ

カロリーを減らす。 

 これだけです。世の中にいろんなダイエット法が蔓延
まんえん

していますが、実証されているものは、

ほとんどありません。 
 効率よく脂肪を燃焼させるには、 

①軽い有
ゆう

酸素
さ ん そ

運動
うんどう

→ ②ストレッチ → ③軽い筋肉トレーニング → ④軽い有酸素運動 

→⑤ストレッチ の順番がベストてす。  
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「父
ちち

は悪人
あくにん

にも善人
ぜんにん

にも太陽
たいよう

を昇
のぼ

らせ、 

正
ただ

しい者
もの

にも正
ただ

しくない者
もの

にも雨
あめ

を降
ふ

らせてくださる。」 

 

 

 
 
 

 暑い日が続いています。夏には暑いと文句
もん く

を言い、冬には寒いと言って 

文句を言うのが私たちです。聖書な中には、不平
ふへ い

、文句、つぶやきを繰
く

り 

返
かえ

す人間の姿がしょっちゅう登場します。人間の本質
ほんしつ

が昔も今も変わらない

ことを示
しめ

しています。 

 その上、他の人と自分を比較
ひか く

して、善悪
ぜんあく

や優劣
ゆうれつ

を判断し、つぶやき、不平

を言うのです。誰に対して？ 誰かに、自分に、神に？ 確実なことは、 

神はそれを聞いておられるということです。それでも、神はわたしたちの 

判断
はんだん

を超
こ

えて、公平
こうへい

に太陽で照
て

らし、必要な水を与
あた

えてくださいます。 

 自分以外にも、私を見て、聞いてくださる存在
そんざい

があることを意識してみま

せんか？ 少しは暑苦
あつくる

しさから解放
かいほう

されるのでは？ 

 

（日本基督教団浪花教会 村山 盛芳牧師より） 

 

 

（マタイによる福音書
ふくいんしょ

５ 章
しょう

４５節
せつ

） 

今 月 の 聖 句 

南ＹＭＣＡ｢キリスト教｣委員会 
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